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令 和 ４ 年 度第 １ 回 岡山 市女性活躍推進協議 会要旨  

１  日 時 令 和 ４ 年 ５ 月 ３ １ 日 （ 火 ） 午 前 ９ 時 ３ ０ 分 ～ 午前 １ １ 時 ０ ０ 分  

２  場 所 岡 山 市役所本庁舎 １ 階  多 目 的 ルー ム  

３  出 席 委員  石 黒 委員 、 大 塚委員 、 河 内委 員 、 近 藤委員 、 松 本氏 （ 宗 田委員代理 ）  

狭 間 委員 、 藤 井委員 （ 連 合岡山 ） 、 藤 原 委員 、 安 田委員 、  

４  出 席 職員  市 民 協働局  大 谷 次長  

女 性 が 輝 く ま ち づ く り 推 進 課  長 谷 川課長 、 繁 定課長補佐 、 神 﨑 主査 、  

大 熊 副主査  

５  傍 聴 者 な し  

６  議 事 

（ １ ）  座 長 、 副 座長 の 選任につい て  

（ ２ ）  第 ５ 次 さ ん か く プ ラ ン の 策定 につい て （ 報 告 ）  

（ ３ ）  令 和 ４ 年 度女性 活躍推進に関す る 取組 ・ 事 業 につ い て  

（ ４ ）  そ の 他  

７  配 付 資料  

資 料 １  岡 山 市女性活 躍推進協議会名簿  

資料 ２  岡 山 市女性活 躍推進協議会設置規約  

資料 ３  第 ５ 次 さ ん か く プ ラ ン （ 冊 子 ）  

資料 ４  令 和 ４ 年 度女 性活躍推進に関す る 取組 ・ 事 業  

８  会 議 の 状況  

  議 事 １  座 長 、 副 座長の 選任について    

岡山市女性活躍推進協議会設置規約第 ４条第 １項の規定に基づき 、座長に大塚委員 、

副座長に藤原委員を選任。  

議 事 ２  第 ５ 次 さ ん か く プ ラ ン の 策定 につい て （ 報 告 ）  

資 料 ３ に よ り 事 務 局 か ら 説 明 。  

議 事 ３  令 和 ４ 年 度女 性活躍推進に関す る 取組 ・ 事 業 につ い て  

【 損 害 保険 ジ ャ パ ン ㈱ 】  

・ 「 ロ ー ル モ デルチ ャ ン ネ ル 」 は 当 社 の女性 社員は こ こ １ ０ 年 く ら い で内勤 か ら 営 業 と し

て 外 に 出 る 社員が 増え てお り 、 活 躍 し て い る 女 性の イ ン タ ビ ュ ー 動画 な ど を 社内 で紹 介

し 、 将 来的 に ど の よ う な 社 員 に な り た い か イ メ ー ジ を 作 っ て も ら っ て い る 。  

・ 「 異 業 種交流会 」 は 全 国都道府県 ご と に 支店 が あ る た め 、 県 単 位 ま た地域単位 、 例 え

ば地域 で活躍 し て い る 女 性社員 と 弊 社 の社 員 で交流 を行 っ て い る 。 地域 の活性化に も

繋 げ て い き た い と い う こ と で 、 通 年 で行 っ て い る 。  

・ 「 女 性 育成プ ロ グ ラ ム 」 は 細 か い階 層に分 け た支援 プ ロ グ ラ ム を 準 備 し て 実施 し て い

る 。 地 道 な 取組 を継続 し て い く 。  

【 就 実 大学 】  

・ ２ ０ １ ６ 年 ４ 月 か ら ２ ０ ２ １ 年 ３ 月 ま で の 取組 で目標値 を管理職に 占め る 女性 の割合 を ３

５ ％ 以 上 と し て い た が 、 ２ ０ １ ９ 年 度 末 で ４ ８ ％ と 、 目 標 を 達成 で き た 。 ま た ２ ０ ２ ０ 年 度 に

は 、 本 学初 と な る 女 性 の学長が就任 し た 。  
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・ 女 性 管理職は確 かに 増 え た が 、 部 長 レ ベ ル の管理職に つい て は ま だ 課題 が多い 。 目

標 と し て は女性管理職 の割合 を 維持す る と 同 時 に部長 レ ベル の女 性管理職 を増や し て

い く こ と で あ る 。  

【 J A 岡 山 女性部 】  

・ 平 成 １ ５ 年 度 か ら 年 に １ 回 「 男 女 共同参画のつ ど い 」 を 実施 し て い る 。 今 年度 も 男 女共

同参画意識の醸成 と 定 着 を 目指 し 、 予 定 し て い る 。  

【 岡 山 市 】  

・ 「 女 性 の 活躍 を進 め る 情報発信事業 」 は 企 業 の意識 、 働 く 人 の 意 識等 を パ ネ ルデ ィ ス

カ ッ シ ョ ン を 通 じ て 盛 り 上 げ 、 気 運 の醸成 を 図 っ て い く 。  

・ 「 岡 山 市女性が輝 く 男 女共同参画推進事 業所認証制度 」 に つ い て は 、 職場 の男女共

同参画 を推進 し て い る 事 業所 を認証 し て い る 。  

・ 「 女 性 活躍に 向け た ト ー タ ル サ ポ ー ト 事 業 」 は 、 市 内企業 で働 く 女 性社員の キ ャ リ ア 形

成や 、 働 き や す い職場 環境 を 作 る た め の セ ミ ナ ー を 開催す る 。  

・ 「 女 性 の 就労支援事業 」 は 、 子 育 て の た め 一旦離職 し た女性や 、 非 正規雇用労働者

の女性が 、 希 望す る 形 で就労す る た め 、 ス キ ル ア ッ プ を 含 め た 講座 を開催 し 、 実 際 の就

労に繋げ る 。  

・ 「 大 学 生 の た め の キ ャ リ ア 形 成応援事業 」 は 、 大 学生 を対象 に 、 社 会人 と し て の 意識

や働 き 方 を 、 講 座 を通 じ て 意識形成の後押 し を す る 。  

  ・ 岡 山 市 役所 と し て は 「 特 定 事業主行動計画 」 を 策 定 し て お り 、 計 画 期間は令和 ３ ～ ７

年 度 。 課 題 と し て は 、 女 性登用の 推進 、 職 場環境の整備 、 働 き 方 の 改革 。 課 長級以上

に占め る 女性職員の割合の増 、 男 性 の育児参加の た め の休暇 取得率 ・ 育 児休業取得

率の増 、 年 次休暇取 得率の増 を目標 に掲げて い る 。  

【 中 国 銀行 】  

・ 「 キ ャ リ ア 形 成施策 」 は 女 性 を対象 と し た 各 種研修会 を実施 。 役 席登用 を 目指すキ ャ リ

ア 研 修 、 管 理職 を目指 す キ ャ リ ア 研 修 、 管 理職 と し て の 視座 を高 め る た め の 研修 を実施

し て い る 。 育 児者支援 は年 ２ 回開催 し て お り 、 育 休中 の社員の フ ォ ロ ー を 行 っ て い る 。

ま た 、 地 区 ご と に 女性 の キ ャ リ ア ア ッ プ に 向 け て の 意識改革 を 目的 と し た 交 流会 を行 っ

て い る 。  

・ 「 ダ イ バ ー シ テ ィ 関 連 活動 」 は ア ン コ ン シ ャ ス バ イ ア ス に つ い て の 理解 を 、 研 修 の場 を

通 じ て 発信 し て い る 。 ダ イ バー シ テ ィ 企 業訪 問 では女性活躍や男 性上司意識改革等 、

企 業 か ら の ニ ー ズ に よ り セ ミ ナ ー や意見交換会 を 実施 し て い る 。 男 性育休 １ ０ ０ ％ 取 得

推進は 、 研 修会や男 性育休取得者の紹介 な ど を 通 じ 、 本 質的 な男性育休取得 を 推進 し

て い る 。 イ ク ボ ス の 推進は 、 イ ク ボ ス を 表 彰対象 と し 、 イ ク ボ ス 度 の 底上げ を図 っ て い

る 。  

【 岡 山 労働局 】  

・ 「 改 正 女性活躍推進 法の施行 」 は 本 年 ４ 月 以降 に新 た に適用 さ れ る “ 労 働 者 が １ ０ １

人 以 上 の企業 ” に つ い て 一般事業主行動計 画 を基 に取 り 組 む こ と に な っ て い る 。 現 在

の状況は １ ０ ０ ％ に 近 い が 、 未 策定 の企業 も あ り 、 指 導 を 行 う 。  

・ 「 改 正 育児 ・ 介 護休業法の周知 」 は ４ 月 か ら 男 女 と も に 育休 を取得 し やす い環境 を 作

っ て い く 法律 が施行 さ れ た 。 ま た 、 １ ０ 月 か ら は産後パパ育休が 施 行 され る 。 改正法 に

つ い て 、 ８ 月 を 目 途 に労働局で セ ミ ナ ー を 開催す る 。  

・ 「 母 性 健康管理指導 事項連絡 カ ー ド 等 の 周知 」 は 体 調 が悪 く な っ た 女性 が継続勤務

で き る よ う 、 事 業 主 に対 し て カ ー ド の 周知 を 行 う 。  

・ 「 不 妊 治療 と 仕 事 と の 両立支援 」 は 休 暇等 の制度 を 周知す る 。  

・ 「 小 学 校等休業対応 助成金の支給 」 は 対 象 と な っ た 場合 に は支給 を行 っ て い る 。  
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【 連 合 岡山 】  

・ 「 男 女 平等参画社会 推進会議 」 を 年 に 数回開催 。  

・ 「 国 際 女性デー岡山 集会 」 は ３ . ８ 国 際 女性 デーに男女平等政策 の実現に向 け て講演

や街宣活動 を行 い 、 テ ィ ッ シ ュ 等 を 配 っ て い る 。  

・ 「 男 女 平等月間の取 り 組 み 」 は ６ 月 に パ ー ト ナ ー シ ッ プ フ ォ ー ラ ム を 開催 。 学校 の先生

を講師 と し て 招 き 、 ジ ェ ン ダ ー につ い て学ぶ 。  

・ 「 女 性 広報誌の発行 」 は 女 性委員が中心 と な っ て 年 に数回発行 し て い る 。  

・ 「 か が や き セ ミ ナ ー 」 も 女 性委員 が企画 し 、 １ ０ 月 に セ ミ ナ ー を 開催 。  

・ 「 男 女 平等参画に向 け た要請 」 は 毎 年 ６ 月 に 労働局に対 し て 行 っ て い る 。  

そ の 他 、 年 間 を 通 し て 様々 な集会や セ ミ ナ ー な ど を 開催 、 女 性の 参加率 を 高 め る た め

に 努力 、 ま た 意 識 し て い る 。  

【 岡 山 商工会議所 】  

「 創 業 支援 の実施 」 は 創 業 を志 し て い る 方 を 対象 に創業支援 を行 っ て い る 。 近 年 は理

美容 ・ 飲 食 ・ 雑 貨 小売 等の創業 を 目指す女 性起業家が増 え て お り 、 支 援 を し て い る 。  

【 岡 山 県 】  

県 で は県民 に意識調 査 を実施 し た 。 そ の 中で 、 各企業 の取 り 組 み に関 し て は 企業間 で

大 き な 差 が あ る 事 が 分 か っ た 。 女 性活躍や働 き やす い職場環境づ く り に 向 け て 企業の

取 り 組 み を 支援す る 必 要 が あ る こ と 、 ま た 、 管 理職への 就任 を 打診 され て も 断 る 女性 が

多 い こ と も 分 か っ た 。 固 定的 な性別役割分 担意識の改善は進ん で い る も の の 、 家 事 ・ 育

児 の 負担は女性の方 が大 き く 、 そ う い っ た こ と を 解 消 し て い く た め に 女性自身の活躍に

向 け た 意識 を 改善す る と と も に 、 男 性 の家 庭生活への参加 を促 進す る た め に 「 お かや ま

☆女性活躍☆生 き 活 き パ ッ ケ ー ジ 事業 」 を 行 う 。  

・ 「 女 性 活躍推進サ ポ ー タ ー 」 育 成研修会 では企業の実務担当者 を対象 に 、 女性活躍

推進や男女 と も に 働 き や すい 職場環境づ く り を テ ー マ に セ ミ ナ ー等 を行 う 。  

・ 「 専 門 家派遣に よ る ア ウ ト リ ー チ 型支援 」 は 社 会保険労務士 な ど の 専門家 を ア ド バ イ

ザ ー と し て 事 業所へ派遣 し 、 企 業 の取 り 組 み を支援す る 。  

・ 「 女 性 活躍ネ ッ ト ワ ー ク づ く り 事 業 」 は 仕 事 で活躍す る 女性 が メ ン タ ー と な り 、 自 身 の

働 き 方や経験 を紹介 。  

・ 「 男 性 の 家庭生活への参画促進事業 」 は 男 性の 家事や育児 な ど 家庭生活への参画 を

促進す る た め セ ミ ナ ー を 開催す る 。  

＜ 主 な 意見 、 質 問等 ＞  

・ 男 性 の 育児休業取 得率につい て 、 取 得 し た 場合に 経済的 な 面 で本人の負担に な ら な

い よ う な 制 度設計は あ る の か 。 ま た 、 取 得率 が上 が っ て い る 要 因は何 か 。  

→ 市 と し て 経 済的 な面 で の支援はな い 。 そ れ に も 関 わ ら ず 、 令 和 ２ 年 度 か ら ３ 年度 に か

け て 取得率が 伸び て い る の は 所属長が面 談等で計画的に取得 す る よ う に 促 し て い る か

ら で は な い か 。 ま た 、 市 長 が色 ん な場 で女 性活躍や男性の育休 につい て の発言 を す る

た め 、 浸透 し て い る の で は な い か 。  

・ 活 躍 す る 女性社員像 と は ど の よ う な も の か 。 ま た 働 き 方 が 多様化 し て い る 中 で 、 ロ ー ル

モデル も ひ と つ で は な い と 思 う 。 ロ ー ル モデ ル と し て ど の よ う な 社 員 を紹介 し て い る の

か 。  

→ ロ ー ル モデ ル と し て 紹 介 し て い る の は 、 管 理職以上の女性社員 で あ る 。 特 に 部長級

の女性社員 。 昔 は転 勤が あ る た め総合職 に女性はい な か っ た 。 事 務職 と し て 入 社 し た

が 、 途 中 で職種 を変 え 成果 を あ げ管理職に な っ て い る 女 性社員に 、 苦労 し た こ と 等 を イ

ン タ ビ ュ ー し て い る 。 管 理職 に な り た い と い 思 う 女 性 を 増や し て い く た め に 、 ど の よ う な

ス テ ッ プ を 踏 ん で 現在 の役職に就い て い る の か等 を 答 え て も ら っ て い る 。  
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・ 管 理 職 を 目指すキ ャ リ ア 研 修 の開催につい て 、 参 加す る た め の 条 件は あ る の か 。  

→ 新 た な 取組 で あ り 、 昨 年 度 か ら 実 施 し て い る が 、 立 候補 し て も ら っ て い る 。  

・ ア ン コ ン シ ャ ス バ イ ア ス は 、 ど の よ う な 社 員 に対 し て 研修 を行 っ て い る の か 。  

→ 新 た に 管理職に就 任 し た 社員全員に行 っ て い る 。 上 司 と い う 立 場 に な り 、 偏 見 等 の な

い 、 き ち ん と し た 認 識 を 持 っ て も ら い た い と い う こ と で 行 っ て い る 。  

そ の 他   

・ 本 協 議会 の連携につい て  

岡山市の 「女性の活躍を進める情報発信事業 」については 、本協議会との共催、商工会議

所の後援で開催する 。現在準備を進めているので 、参加の呼びかけにご協力を 。  

また 、 「 大学生のためのキャ リ ア形成事業 」についても本協議会での共催となっているた

め、ご協力を。  

・ 次 回 会議は ２ 月 の 予定 。  


